
事例研究Ⅱ 本部開催

保育心理士会代表
大分こども発達支援研究所所長

牧野桂一

大谷保育協会保育心理士養成講座

このスパンは、事例研究にかかわる発展的内容
として位置付く事例研究２です。
保育現場で出会う子ども支援や保護者支援での
具体的な事例をモデルにして支援計画や支援方法
について考えていきます。



今回の事例提供者
10⑯△田島千春 ・発達障害・保護者支援

11⑰×武井夕夏 ・情緒障害・保護者支援

12⑱○堀江百香・発達の遅れ（ＤＤ）・言葉・療育

13③○潟山 茉奈美 ・発達障害・保護者支援

14④×牛島由美  ・こだわり、衝動性（ＤＤ）・吃音

15⑤△古川 栞 ・友だちとの関わり (ASD)

16⑪△相場 玲奈 ・発達障害 ・保護者支援

17⑫△大山佳厘 ・おちつきがない（ＡＤＨＤ）

18⑧○小田島実和 ・日常生活不全マイペース

19⑭×碇あゆみ・コミュニケーション障害

20⑩○小林三恵 ・発達障害・療育

1⑥×向一博 ・集団活動に抵抗(DD)

2⑮×田口有紀・愛着形成不全(DD)

3⑬×中村栄梨奈・思い通りにしたがる

4②×阿南友香 不貞腐れて泣く

5①○安東侑希 ・言葉の遅れ・療育

6⑦×高野喜美 友達と遊ぶべないい

8⑳×矢上愛・集団の活動の難しさ

8⑲△本村優紀・２１トリソミー

 ・ウエスト症候群

9⑨○小野 梓・発達の遅れ



今回の事例提供者

⑪△相場 玲奈 ・発達障害 ・保護者支援

⑫△大山佳厘 ・落ち着きがない（ＡＤＨＤ） 

⑬×中村栄梨奈・思い通りにしたがる

⑭×碇あゆみ・コミュニケーション障害

⑮×田口有紀・愛着形成不全(DD)

⑯△田島千春 ・発達障害・保護者支援

⑰×武井夕夏 ・情緒障害・保護者支援

⑱○堀江百香・発達の遅れ（ＤＤ）・言葉・療育

⑲△本村優紀・２１トリソミー

 ・ウエスト症候群

⑳×矢上愛・集団の活動の難しさ

①○安東侑希 ・言葉の遅れ・療育

②×阿南友香 不貞腐れて泣く

③○潟山茉奈美 ・発達障害・保護者支援

④×牛島由美  ・こだわり、衝動性・吃音

⑤△古川 栞 ・友だちとの関わり (ASD)

⑥×向一博 ・集団活動に抵抗(DD)

⑦×高野喜美 友達と遊ぶべないい

⑧○小田島実和 ・日常生活不全

⑨○小野 梓・発達の遅れ

⑩○小林三恵 ・発達障害・療育



本日の事例提供

•①○安東 侑希   ・言葉の遅れ・療育

•③○潟山 茉奈美   ・発達障害・保護者支援

•⑧○小田 島実和 ・発達障害･日常生活不全マイペース

•⑨○小野 梓     ・発達の遅れ

•⑩○小林 三恵       ・発達障害・療育

•⑱○堀江 百香       ・発達の遅れ（ＤＤ）・言葉・療育(ST)



事例1 安東 侑希
① 子どもの概要  N・A 男 4歳6ヶ月 在園年数４年 「言葉の遅れ」 療育

円城寺式・暦年齢４歳6ヶ月・言語理解：４歳・発語：２歳９ヶ月・対人関係：２歳６ヶ月

・基本的習慣：３歳・手の運動：３歳・移動運動：２歳９ヶ月

②  主訴

「言葉の遅れ」 ・楽しく遊びたい ・何で怒られているかわからない

③ 園での様子

＜これまでの保育方針と入園後の変化＞

• 1歳：好奇心や自分からやりたい気持ちが育つよう色々な経験していく。

• ２歳：遊びが発展できるよう関わる。自己主張を十分に受け止め、応答的に関わる。

• ３歳：友達と関わる中で自分の気持ちを少しずつ伝えることができていた。

＜援助目標＞言葉でのやり取りができるようになる

＜援助方法＞ 集団遊びや個別活動を通じてお友達や職員と関わる時間を作る。気
持ちの伝え方については「こんな時はこう言うんだよ」と具体的に伝え、自信を持って
相手に伝えることができるように支援する。

④今の課題

＜子どもの課題＞・お友達と遊びながら、集団でのルールを身につける。・ことばをた
くさん覚え、相手に気持ちを伝えることができる。

＜保護者の課題＞・本児に寄り添いながらも、言葉でしっかり伝えていく。



事例3 潟山 茉奈美

①子どもの概要 K・K 男 3歳11か月 在園年数 6ヶ月 発達障害（ASD） 療育（ＳＴ・ＯＴ）

○発達検査 円城寺式 暦年齢3：8 移動年齢3：9 手の運動3：6 基本的習慣3：6

対人関係2：2 発語3：9 言語理解3：6

②主訴 ・ごはんの時に離席する。・指示のとき一つ一つ声掛けが必要。・姿勢保持が難しい。

・片付けが出来ない。・物の管理が苦手。・マイワールドが強い。

③  園での様子

＜これまでの保育方針と入園後の変化＞ 全体指示は通らないため、個別に声をかける。気になるとそちらの
方へ行くことが多く、何度も声かけが必要。身支度などのルーティンが入りづらく、毎回準備の声かけが必要。

• ＜援助目標＞ 目の前のことに集中することができる

• ＜援助方法＞ するべきことを視覚的に伝える。指示を簡潔に短く1つずつ伝える。今からすることを尋ね確
認を行う。時間に余裕がある場合は、自分でできるように見守る。棚や目的地に目印をつける。

• ＜子どもの課題＞ 気が散ってしまう。注意散漫な姿がある。すぐにあきらめる姿がある。

• ＜保護者の課題＞ 保護者に様子を伝える際は、エピソードを具体的に伝える。本児に伝える際は、具体的
で簡潔に伝えるようにする。また、視覚的に伝える。



事例８ 小田島 実和

① 子どもの概要 T  女 ３歳9ヶ月 在園2年10ヶ月 「発達障害」

 ○発達と検査・・デンバー式発達検査発達・・正常

② 主訴 「発達障害（ＡＳＤ・ADHD） 不安や不快に対して弱くパニックに陥る。他者
への関心が薄く、周りの状況を気にせず過ごす。興味が次々移り、歩き回る。好き
な遊びは集中し、中断を嫌がる。偏食がある。嫌いな事や苦手な事があると大声
で泣き叫んで癇癪を起こすおこす。音に敏感である。

③  園での様子 ・課題： ・不安や不快に対して弱くパニックに陥る。・マイペースで、
集団から離れる。・活動を切り替えたり気持ちを切り替えたり事ができない。・偏食が強
く、十分な量食べる事ができない。トイレを嫌がり、排泄訓練ができない。

・対応：・安心して遊べる環境を設定する。集団から離れても無理に戻さず、安全に留
意し見守る。人との関われるように友達と関わって遊ぶ。・活動を見通せる様に砂時計
を使って、次の活動へ期待がもてる言葉がけをする。・食の楽しさ、おいしさを感じなが
ら自分で食べることができる様に、野菜を育て収穫したり、食育視聴覚教材を使った
指導を行ったりする。盛り付けを工夫する。励ましや歌に合わせて介助されると喜んで
食べることもある。 ・興味に寄り添い、共感的に言葉がけをもつ

• 変化：・嫌な事や不快に感じた事を簡単な言葉で話し、癇癪が少なくなった。

④今の課題：・自分でスプーンをもって様々な食べ物をおいしく楽しく食べる。・不快や
不安な気持ちを自分で切り替える。



事例９ 小野 梓
①子どもの概要 K.S 男 3歳７か月 在園年数 ６か月 発達の遅れ

3,6か月健診では全てにおいて発達の遅れがあり、全体的に2,5歳の発達と診断。

遠城寺では2歳5か月。支援指数７２

②主訴 発達の遅れ

• 健診では部屋から飛び出したり、母を蹴ったり叩いたりする。母親は、本児にどの
ようにかかわればいいのか分からず、困っている。

 ③園での様子

＜これまでの保育方針と入園後の変化＞特定の保育者が朝の受け入れや遊びで
側にいるようにし、その中で興味関心のあるものを見つけその中で、特定の保育者
が朝玄関で迎え入れると、今までは泣いて暴れていたのが、「先生、おはよう」という
ようになり、母親ともスムーズに離れるようになった。また、室内に本児の好きなもの
を集めた個室を作ると、その部屋には入るようになる。

＜援助目標＞・午前中、本児が安定して遊べるようにする。

＜援助方法＞ ・「ママがいい」と思う暇もないような保育の展開をクラス全体で行う

• ④ 今の課題

・安心できる場所を作ること。

・どのように接してあげれば安心して生活を送ることができるか。

・「ママがいい」となった際の落ち着かせ方。



事例10 小林三恵

① 子どもの概要 S.K 男 4歳1か月 在園年数 5か月

＜検査等＞ 1歳半健診：言語障害(SD) 3歳2か月の時1年前後の遅れ。

②主訴  発達障害(ADHD・ASD）

感覚が過敏であり大きい音に敏感である。・衝動性があり部屋を飛び出す。他児に手
が出る。・偏食がある。・場面の切り替えが苦手。 

③園での様子

・＜援助目標＞ ＜援助方法＞

・大人に見守られながら身の回りのことを自分でしようとする。（3歳児1期）

・大人の援助のもと自分の気持ちと葛藤しながら折り合いをつけようとする。（2歳7か月
2歳11か月）

・やりたい行動がある時には、どこに何のために行きたいのかを保育者に伝えられるよ
うに、具体的に答えられるように声掛けをする。

・「走りたい」という要求があった時は、保育者が付き添い、廊下に行き遊びたい欲求を
満たせるように関わっている

・他児とのやりとりでは、保育者が仲介し、「貸して」「使いたかったね」等、本児の気持
ちを代弁し、繰り返し伝えている。本児と他児が怪我のないよう、常に本児の姿は視界
に入れ、すぐに対応できるようにしている。

④ 今の課題

・行動する前に言葉で伝えることがまだ難しい。簡単な言葉でも伝えられるように関わ
る。



事例18 堀江 百香

① 子どもの概要S女 4歳2か月 在園 3年 言語の遅れ 年少児から療育へ

＜検査等＞ 発達年齢 ４：８ ※全体的遅れなし・ギフテッド？

②主訴 ・場面や状況に応じて行動することや、悲言語の読みとりが難しく、人
間関係でトラブルに発展する・注意力の散漫、物事を順序立てて行動することの
難しさが。・保護者支援

③園での様子

＜援助目標＞

・本児なりのペースで、最後まで荷物の整理や片付けを行う。

・周囲の状況や場面に合わせた行動に意識を向けようとする。

＜援助方法＞

・端的な言葉でつたえていくと共に、スモールステップでできた際に沢山ほめ次
のやりがいや自信に繋げる。

・周囲の視野が狭くなっている際は、状況、周りの行動を伝え、どうすれば良い
か問いを掛けていく。

④ 今の課題

その時の気分ですぐに取り組む時や、ボーっとして中々取り組めない時がある
が、本児のペースで最後まで行えている。



付録：今回の事例に関係する資料

•発達障害について

•知的障害について

•自閉スペクトラム症※自閉スペクトラム症のチェックリスト

•配慮の必要の子どもの支援の方法

•注意欠陥多動性障害

•知的障害・自閉スペクトラム症、注意欠陥多動性障害のチェックリスト
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発達障害について

○知的な発達に遅れはないが
学習や行動に障害が見られる子ども

発達障害児とは

学習障害 注意欠如多動症 自閉スペクトラム症

基本的には、全般的な知的発達に遅
れはないが、聞く、話す、読む、書
く、計算するまたは推論する能力の
うち、特定のものの習得と使用に著
しい困難を示す様々な状態をさすも
のである。

年齢あるいは発達に不釣合
いな注意力、及び衝動性、
多動性を特徴とする行動の
障害で、社会的な活動や学
業の機能に支障をきたすも
のである。

３歳位までに現れ、
①他人との社会的関係の形成の困難さ
②言葉の発達の遅れ
③興味や関心が狭く、特定のものにこ
だわることを特徴とする行動の障害で
ある。

中枢神経系の機能障害



知的障害は、最新の「精神疾患の診断・統計マニュアル 第5版（DSM-5）」では、「知的能力障害（知的発達
症）」とも表記されています。知的機能や適応機能に基づいて判断され、重症度により軽度、中等度、重度、
最重度に分類されます。様々な中枢神経系疾患が原因となるため、正しい診断を受けて、早期に治療・療
育・教育を行う必要があります。

知的障害というのは、知的発達面に遅れがあって、通常の生活を行なう上での適応行動に障害がある状
態をいうというようにいわれています。知的障害のという障害については、その特性をとらえるために中枢神
経系の器質的障害の面と知的機能の障害の面（知能指数が70～75またはそれ以下）、社会生活におけるハ
ンディキャップの面からみることというのが一般的です。

器質的障害の状態については、医師の医学的診断によって明らかにされます。

知的機能面については、心理学的・教育的診断によって明らかにされます。具体的には、知能や学力の遅
れの有無などで、学齢期に入ると大きな問題となってきます。また、知的機能面の遅れは、心理的、社会的
環境要因などの非器質的要因からも生じることがあります。社会生活におけるハンディキャップの面につい
ては、社会生活をする上での困難性として捉えられ、幼児期や学齢期より、学校卒業後の社会生活において
問題となることが多くなります。この社会生活におけるハンディキャップは、周囲の教育的条件や社会的条件
によって大きく左右されます。

知的障害について以前は「精神薄弱」という用語が長い間使用されていましたが、「精神薄弱」という言葉
が障害の実体を表す言葉として誤解を与え好ましくない障害観を表すというような理由から、1999年４月より
「知的障害」というように改められました。

知的障害



知的障害

精神遅滞 (Mental Retardation) 
軽度IQ50-55～70 中等度IQ35-40～50-55 
重度IQ20-25～35-40  最重度IQ20-25以下

アメリカ精神医学会 ＤＳＭ－IV 「精神疾患の分類と診断の手引き」
Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders （診断統計マニュアル第４版）

「DSN-5では、知的障害はおおむねＩＱ70未満の基準自体は変わらないが、重
度評価の指標として、生活適応能力が重視され、単に知能指数での分類では
なくなった。それらはおもに学力領域、おもに社会性領域、おもに生活自立能
力領域に関して、それぞれ具体的な状況から重症度の判定を行う形に変化す
る」（臨床家のためのDSM-5虎の巻：杉山登志郎他）



療育手帳

Ｏ県Ｋ県に見る療育手
帳に関する規則

知的障害者（知的障害児を含む）に対する援助、相談その他の措置の円滑な実施を図り、
もって知的障害者の福祉の増進に資することを目的とする。

知的障害の程度 内容

最重度(A1)
一 基本的生活習慣が未形成のため､常時すべての面で介助が必要 二 多動、自他
傷､拒食等の行動が顕著であるため常時の付添い監護が必要 三 身体的健康に厳重
な看護が必要 四 知能指数がおおむね二十以下

重度(A2)

一 基本的生活習慣が未形成のため､常時多くの面で介助が必要二多動、自閉等の行
動があり、常時の監護が必要 三 身体的健康に常時の注意及び看護が必要 四 知
能指数がおおむね三十五以下 五 知能指数が五十以下で､身体障害者福祉法(昭和
二十四年法律第 二百八十三号)に基づく障害の等級が三級以上に該当

中度(B1)
一 基本的生活習慣の形成が不十分なため､一部介助か必要 二 行動面での問題に
対する注意又は指導が必要 三 発作又は周期的精神変調がある等のため､一時的な
看護が必要 四 知能指数がおおむね五十以下

その他(B2) 最重度､重度及び中度以外の知的障害者であって､知能指数がおおむね七十以下



s スタート  ・s  ステップ   ・s  スピード

発達の全体像をとらえるためのチェックリスト
部分拡大図

①発達チェックシートによるチェック
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自閉スペクトラム症

自閉症と連続した自閉圏の障害でこれまでは、
広汎性発達障害というように言われていた。

育て方の問題ではなく，中枢神経系
（脳）の機能障害といわれている。

３つの特徴

○社会性・対人関係の障害（場面に応じた適切な行動がとれない）

○コミュニケーションの障害
○想像性あるいはこだわりの障害

五感（視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚）
にさまざまな感覚にかたよりがある

ＡutismＳpectrum Ｄisorder (ＡＳＤ)



自閉症の脳のfMRI



自閉スペクトラム症（ＡＳＤ）の子どもの特性及び具体例①

① 社会性の特性

＊ 視線が合わない。指さししない ＊ 呼んでも振り向かない

＊ 回りの人に関心を示さずマイペースで友達関係をうまく作ることができない

＊ ジェスチャー等で意思を伝えようとしない ＊ 迷い子になりやすい

＊ 人に合わせることがにがてで協力して遊ぶことができない

＊ 同年齢の子どもと波長が合わずごっこ遊びや見立て遊びができない

＊ 回りの人が困るようなことでも平気でする など

② コミュニケーションの特性

＊ ことばが遅い。聞かれたことに答えずオウム返しで話す

＊ 言いたいことを一方的に話し、会話にならない

＊ 他の人に自分の思いや考えをうまく伝えることができない

＊ 話すほどには理解おらず、話し方が回りくどくて細かいところにこだわる

＊ 話が飛びやすいく抑揚を付けて話すことができない など

③ 想像性あるいはこだわりの特性

＊ 同じ遊びを繰り返し、反復的な行動をよくする ＊ 流水・回転するものが好き

＊ 特定の物や習慣、方法、手順にこだわる。行動パターンが決まっている

＊ 人が興味を持たないことに異常な関心を示す ＊ 細部へのこだわり

＊ 自分だけの空想の世界で遊ぶ

＊ 車や電車、時刻表など特定の分野のことにとても詳しい

＊ 環境の変化や予定の変更などにうまく対応できない



自閉スペクトラム症（ＡＳＤ）の子どもの特性及び具体例②

④からだの感覚の特性（感覚過敏と鈍麻）

五感（視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚）にさまざまな感覚のかたよりがある

＊ 手をひらひらさせるなどの常動行動がある

＊ 極端の偏食で白いご飯やスナック菓子しか食べず好き嫌いが激しい

＊ 光をまぶしがる。キラキラしたものを好む

＊ 音、匂い、色、味、蝕に対して感覚が通常よりも鋭い、または鈍い

＊ 動作がぎこちなく、不器用である

＊ 長く爪先立ちをするなど独特な姿勢をする

＊ 得意なことと不得意なことの差が大きい

＊ 独特な上目遣いをする

＊ 飛び跳ねながらくるくる回る

＊ 特定の服の生地が苦手など

＊ パニックを起こす



自閉スペクトラム症の
チェックシート

例文のどれか一つでも「ほぼ毎
日」「一日数回」があれば左の項
目はある→◯

こちらは幾つ以上という基準はあ
りません。



ことばかけは統一して簡潔
に

話しかけるときは、ゆっくりと短いことばで、いろいろな表現を使わない
ようにする。同じ指示を何度も行う場合は、その指示の出し方を統一する。

落ち着ける環境の用意
見えるものや聞こえるものなど、外界からの刺激すべてに反応しがち。
家具や飾り物などをなるべく取り除いた、静かな落ちついたスペース
を確保する。

活動の流れを視覚的に伝え
る

予定している活動を、絵や写真を使って一覧表にするなど、目で見て
わかりやすく伝えることで、見通しがもて、情緒が安定する。

楽しく取り組める工夫を
好きなことや興味のあることを課題のテーマにしたり、スモールステップでわ
かりやすく進めるなど、取り組みやすくする。満足感を実感できるような課題
の設定を行う。

活動の区切りを明確に
それぞれの活動の始まりと終わりを明確にする。特に、「いつ終わりに
なるか」を、わかりやすく伝える。視覚的にイメージできる伝え方をする。

自閉スペクトラム症の子どもへのかかわり方のポイント①



興味の幅を広げる手助けを
その子が好きな遊びから、他の遊びにも誘ってみる。
いつもしている遊びを減らすのではなく、他のことにも
楽しみが拡がるような支援をする。

パニックには冷静に対応
パニックに振り回されないようにする。
刺激の少ない静かな部屋で落ち着くまで待つ。
「叱らないけど譲らない」という一貫した姿勢が大切。

自閉スペクトラム症の子どもへのかかわり方のポイント②



注意欠如多動症（ＡＤＨＤ）とは

ＡＤＨＤとは、年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、

及び／又は衝動性、多動性を特徴とする行動の障害で、社

会的な活動や学業の機能に支障をきたすものである。 

今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）

１２歳以前に現れ、その状
態が継続し、中枢神経系の
要因による機能不全がある。

Attention  Deficit  Hyperactivity  Disorder
注意 欠如 多動性 障害



シナプスの
情報伝達

約100の神経伝達物質
が知られている
アセチルコリン、ドーパミン、
ノルアドレナリンなど

抑制

セロトニン

神経伝達物質の放出異常や
レセプターの異常で病気が発生
する(ADHD, 鬱病、重症筋無力
症)

ドーパミン
トランスポータ

薬の利用 ・コンサータ・ストラテラ
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これって結構誰にでも
当てはまるんじゃないの？
自分もADHDなの？

…と思うのは，

大間違い
これらが常に続くのです

・気が散りやすく，話が聞けない
・注意を払えない。集中できない
・いろいろな刺激に反応しやすい
・事故に遭いやすく怪我か多い
・物をよく無くして忘れ物が多い
・片付けができない
・よく物忘れをする

不注意型

・思い通りにならないと急に興奮して怒り出す
・パニックになる
・ルールや順番が守れない
・自分中心で面倒なことは嫌う
・危険なことが好きで危ないことをする
・興味のないことはしないで立ち歩く
・相手の立場を考えずに一方的にしゃべりる
・相手を傷つけるようなことを言ってしまう等

多動・衝動型

注意欠如多動症（ＡＤＨＤ）の例



注意欠如多動症の子どものチェックリスト



注意欠如多動症（ＡＤＨＤ）の子どもの特性及び具体例

① 注意性

＊ 注意を払えない。注視できない

＊ 話す人を見て話を聞けない

＊ 同じことを失敗してよく注意される

＊ ものごとに集中できず気が散りやすい

＊   いったん始めたことを最後までやりきれない｡すぐに飽きてしまう

＊ 指示を理解して従うことができない

＊ 片付けができない

＊ 置いたところを忘れ捜し物を見つけられない

＊ よく忘れ物をする など

② 多動性

＊ じっとしておることができない

＊ いつも身体をうごかして落ち着きがない

＊ 部屋からふらふら出て行く。静かに座っておれない。

＊ 異常にはしゃいだり興奮したりする

＊ 平気で高いところに昇ったり飛び降りたりする

＊ 話を最後まで聞けずに途中で答える

＊ 反則をしてでも勝とうとする

＊ 一番になりたがる。譲り合いながら遊べない

＊ 人の遊びを邪魔する



注意欠如多動症（ＡＤＨＤ）の子どもの特性及び具体例

③ 衝動性

＊ 突然飛び出したり物を投げたりする ＊ 急に蹴ったり叩いたりする

＊ 気に入らないと暴力を振るったり噛みついたりする

＊ 我慢ができない ＊ 順番が待てない ＊ すぐに癇癪を起こす

＊ 危険なことを平気でする

＊ 急にしゃべり出す

＊ 食べ物を待てずに食べてしまう など

④ 友達関係

＊ すぐにぶつかったり、喧嘩をしたりする

＊ 他人の邪魔をする

＊ 他人に命令ばかりする

＊ 集団の遊びに参加しない

＊ 自分が悪くても謝れない

＊ 人と反対のことをしたがる



見通しがもてるように
予定を急に変更されると切り替えがきかないので、その日
のスケジュールなどを絵カードなどで視覚的に示して見通
しがもてるように伝え方を工夫する。

慌てない・焦らない 常に一呼吸おき、おおらかな心で子どもに向き合う。

思い出し、気づかせること
ばかけ

ゲームの前に「お友だちにボールを取られたらどうする？」
と問いかけてルールに気づかせるなど、事前に想定される
混乱をなるべくなくすような工夫をする。

刺激を少なく
気が散りやすいので、保育室に仕切りのあるスペースを作
り、いろいろなものが目に入らないように環境を工夫する。
保育室内の飾りも過剰にならないようにする。

漠然とした表現は避ける
曖昧な表現では理解が困難である。「部屋を片づけて」で
はなく、「本を棚にしまって」などと具体的なことばで伝
え、できたらその場ですぐに褒める。

視覚に訴える 絵カードや写真などを利用して視覚に訴えながら伝える。

ＡＤＨＤの子どもへのかかわり方のポイント①



成功体験を増やす
何かができたり、好ましい行動をしたときは、その場ですぐに褒める。「でき
た」という体験の積み重ねで、自信がつく。

できることから
スモールステップで

興味関心のあることできることから始める。できることをより良くできるよう
に課題を小分けにするとやる気が出る。

くどくどと叱責しない

叱責により信頼関係が崩れ、本人は自信を失ってしまうこともあるので、
叱った後にはよくなったことを必ず認めて褒めるようにする。また、叱る時は
短く具体的に伝える。

褒めるときはみんな
の前で、叱るときは
個人的に

一人一人の子どもに対して周囲の子どもにマイナスイメー
ジがつくことを防ぎ、子どもの自己評価を下げずにすむ。

ＡＤＨＤの子どもへのかかわり方のポイント②



子どもの立場を重視した支援の原則

ＳＰＥＬＬへの取り組み（イギリス自閉症協会）

①Structure (構造化) ・わかりやすく

②Positive(肯定的)・あるがままに

③Empathy(共感)・ともに生きる

④ Low arousal(興奮させない)・安らかに

⑤Links(連携)・ともどもに



特別な支援が必要な子どもへの対応
～支援に大切な３Ｓ＋１Ｓ～

・スタート・・・○から◎への支援

・ステップ・・・できるだけ細かく

スモールステップで

・スピード・・・ゆっくり子どものペースで

・スマイル・・・やる気の源
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